
          どんな本をえらんだらいいの？ 

       悩んだら「絵本」はいかがでしょうか。絵本は小さい子が 

      読むものと思われがちですが、内容によっては大人が読んでも 

      考えさせられるものもあります。ページ数も少ないので手軽に 

      読むことができます。親子で感想を伝え合うにも短時間で取り 

      組むことができます。 

 

４月２３日は「子ども読書の日」 
 毎年４月２３日は、子ども読書の日です。船引小学校では、毎年この時期に合

わせて「親子読書」を行っています。毎年、たくさんの保護者や児童の皆さんか

ら「読書が楽しめた」「読み聞かせをしてくれた」「改めて本の良さ、子どもの成

長を感じた」などたくさんの声をいただきました。今年度は、４月 22日～5月

１２日を「親子読書の日」としました。ぜひ、この機会にお子さんと一緒に読書

に親しみ、親子のコミュニケーションを図ってみてください。 

 

 お気に入りの１冊を使って行います。 

①親が子に読み聞かせをする。 

   ②子が親に読み聞かせをする。 

   ③一冊の本を交代で読む。 

（ページごと、登場人物ごとなど） 

               ④親子で同じ本を読んで感想を伝え合う。 

                   ⑤親子で別々の本を読んで本の紹介をする。 

  

 ※読み終わったら、「親子読書カード」に題名や行った感想を記入します。 

 ※親子読書カードは、5 月 1３日（月）までに担任の先生に提出してくださ

い。 
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